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『研究概要

A-1)タンザニアに生息するチンパンジーの遺伝的変異
の研究

田代靖子(日本学術振興会特別研究員),

田中(上野)寛子(非常勤研究員),

竹中修
タンザニアで採集 したチンパンジーの非侵襲的資

料を用いて,個体群間･個体群内の遺伝的変異を分析し

た.また,ヒトDNAが混入した試料を分析する方法を

開発した.

A-2)DNA分析による大型類人猿の地域変異性

竹中修,堀尾由紀子(技術補佐員),

田中(上野)寛子(非常勤研究員),

水野徳子(技術補佐員)
体毛糞などの非侵襲的な試料を用いミトコンドリ

アD-Loopの解析を進めた.対象はコンゴ民主共和国カ
フジ群とイテベロ群である.ハプロタイプからこれらの

両群ではメスの迫伝的交流がまれであることが解った.

A-3)MHC遺伝子解析によるニホンザルの繁殖構造の
解明

田中(上野)寛子(非常勤研究員),

竹中修
ニホンザルの配偶者選択と主要組織適合性抗原複

合体 (MHC)遺伝子型多型との関係を明らかにする目

的で,MHC迫伝子を分析した.

B-1)霊長輔の汲色体進化に関する研究(1)アメロジェニ
ン迫伝子のマッピング

平井百合子(技能補佐員),

岩瀬峰代(総研大,大学院生),平井啓久
歯のエナメル質をコー ドするアメロジェニン造伝

子の染色体マッピングを,ヒト,チンパンジー,ニホン

ザル,リスザル,おとびワオキツネザルの雌雄において

行い,各種のXならびにY染色体における遺伝子の局

在特性を明らかにした.

B･2)霊長頬の敗色体進化に関する研究(2)霊長頬柾群に
おけるリボウソームDNAの局在特性

平井啓久,平井百合子(技能補佐員)
類人猿,旧世界ザル,新世界ザル,ならびに原猿類

におけるリボソームDNAの染色体上の位置を,FISH法

で調査した.広範囲な観察から,柾群によって局在性に

一定の法則があることを兄いだし,存在部位の染色体の

構造特性が,その法則性の創出に関与していると推察し
た.

B-3)霊長類の集団遺伝学的研究(1)アジルテナガザル亜
柾分化の総合調査

平井啓久,

田中洋之(集団遺伝分野),

Wjayanto,Hery(ホ○コ○-ル農科大学,大学院生)
新たに発見されたアジルテナガザルの第 8･9染色

体Rll全腕転座の地理的分布を調査するために,インドネ

シアでの現地調査を組織した.今年度はスマ トラ島パダ

ン市およびボルネオ島中央カリマンタン州バランカラ

ヤ市州周辺で出自の明確なテナガザルのペットから染

色体,DNA,および糞の収集を行った.

bl4)霊長類の集団遺伝学的研究(2)チャイロキツネザル
の集団生物学

田中美希子(大学院生),

平井百合子(技能補佐員),

田中洋之(集団遺伝分野),平井啓久
チャイロキツネザルのX染色体の特異的DNA分節

族が,常洗色体に再配分されている変異を発見した.こ

の族は他の歪長獄ではX炎色体だけに存在するDNA集

合体であるが,チャイロキツネザル現では多くの常染色

体に存在し,X染色体からは消失していた.

B15)霊長類の集団細胞迫伝学的研究(3)ヒトとチンパン
ジーにおけるNOR変異の機柄解析

zavalag,A.K.(大学院生),
平井百合子(技能補佐員),平井啓久

以前から良く知られているヒトのNOR変異の機序

を解明するために,チンパンジーとの敗色体構造比較,

DNA の存在様式と発現形態,およびその発現抑制機構

について解析した.

C･1)盃長類でのバイオメディカル研究

中村仲,光永総子(教務補佐員),

岡田其紀(技能補佐員)
サルでの実験モデルあるいは自然発症モデルを利

用した以下のバイオメディカル研死を展開している.

i)アレルギー :佐藤崇 (受託研修員)らとの共同).

l'i)高脂血症/動脈硬化 .･(林隆志 (イナ リサ ーチ
/INARP) らとの共同).

iii)ガン･白皮症:(板垣伊織 (イナリサーチ/INARP)

らとの共同).

iv)糖尿病 (type2):(板垣伊織 (イナ リサーチ
/INARP)らとの共同).

C-2)霊長類機能迫伝子の網羅的発現プロファイルに関
する研究

中村仲,光永総子(教務補佐員),

岡田其紀(技能補佐員)
霊長類の機能迫伝子発現プロファイル解析の一環

として,免疫応答に関与するサイ トカイン遺伝子群の発

現特性について,主にマカク類,-チンパンジーおよびヒ

トで比較検討している (AramJoeng(釜山大学大学院)
参画).

cl3)サル Bウイルスおよび関連-ルペ云ウイルスに関
する研究

光永総子(教務補佐員),中村伸
BウイルスーSPFサルの創出を目指して,DNAワク

チンの実用化試験を進めている (林隆志(イナ リサーチ

/INARP)らとの共同).また,Bウイルスおよび関連-ル
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ペスウイルス (EBウイルス,CM ウイルス)の新生仔 ･

乳幼仔における感染特性を解析している (藤本浩二 (予

防衛生協会)らとの共同).B ウイルス関連の国際シン

ポジウム (中村伸 ･向井錬三郎 ;オーガナイザー)を

19回国際霊長類学会 (2002年 8月,北京)で開催した.

(Abst.35-36)

C-4)組織因子(TissueFactor:TF,CD142)の遺伝子発現制
御に関する研究

中村仲,

岡田美紀(技能補佐員)

TF遺伝子の新たな発現制御機序として,プロモー

ター領域cpG島のDNAメチル化による遺伝子の活性化

/不活性化を明らかにする目的で,bisul触 -PCR-Sequence
法を確立し,細胞 ･組織特異的なTF遺伝子の発現特性

とDNAメチル化制御との関連を解析している.

Dll)マカクザル臓暑削こおける発現遺伝子のデータベー

ス化

浅岡一雄,脇田真治(行動発現分野),

鈴木樹理(人類モデJ柁ンタ-),

･ 西村剛(形態進化分野,大学院生),

飯田景子(技術補佐員)
ニホンザル臓器 血RNA より発現遺伝子の完全長

cDNAライブ ラリーを作製し約3千個のクローンについ

て塩韮配列を解析して Blast検索ののちデータベース化

した.迫伝子の比較からヒトとニホンザルの類似度を算

出した.この迫伝子ライブラリーを用いて作製したマイ

クロアレイについて学会報告した.各種データを画面表

示するソフトを作製した.

D･2)辞境化学物質の霊長類-の影響と解毒代謝の研究

浅岡一雄,飯田景子(技術補佐員)
内分泌撹乱性の疑われている化学物質について霊

長琉-の影響を研究した.アジア諸国の乳児用粉ミルク

についてフタル酸エステルの汚染度を報告した.ビスフ

ェノール A の胎児移行について研究しラットやサル胎

児の脳を含む多臓器-の移行を解明し論文とした.ダイ

オキシンのサル臓器-の遺伝子発現の影響とエス トロ

ゲン作用について報告した.

D-3)サルにおける味覚嫌悪条件づけの研究

浅岡一雄,飯田景子(技術補佐員),

室山泰之(野外観察施設)
サルにおいて味覚嫌悪づけに有効であった桂皮酸

アミドについて比較調査のためにサルとネズミを対象

に代謝を比較研究した.
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附属施設

○ニホンザル野外観察施設
渡退邦夫(施設長併任),室山泰之

田中俊明(教務補佐員)

近年野生ニホンザルの人里-の接近と農作物被害
の増加が全国各地から報告されるようになり,日本固有

種であるニホンザルの保讃･管理に対する取り組みの必

要性が指摘されている.このような情勢の中,本施設で

は,ニホンザル個体群や生息環境の変化を把握するこ
とが保護･管理を考える上で不可欠であるとの認矧 こ立

ち,基本的な生憶学的㌍料を各地で継続的に収先する
体制を整えることを長期的な目標として研究活動をお

こなっている.また,野生ニホンザルの保護 ･管理にか

かわる研究にも積極的に取り組んでいる.

例年どおり,各研究林でおこなわれている長和的な

調査にスタッフができるだけ参加 し,各地での研究活

動の現況の把握に努めた.具体的には,屋久島西部林道

地域でのニホンザル生息調査がおこなわれた.また,保

誰 ･管理に直接かかわる活動としては,被害管理のため

の益雄的調査および突放などがおこなわれた.

現在の施設33I蔓常は,下北 ･屋久島 ･串良の3研究林 ･

観察ステーションに重点をおいておこなっている.上信

越 ･木曽研究林での研究活動については,保全生物学 ･

野生動物管理学分野-の取り組みとも相まって,将来の

新たな形での再編成を模索しているところである.その

ほか,ニホンザルにかかわる文献のデータベースを作成

し,公開をめざして現在準備中である.

2002年度の各地ステーションの状況は,次の通り
である.

I.幸島観察所
幸島では 1953年に餌付けが成功して以来,全頭個

体陀別に基づいた群れの長期継続観察が行われている.

2002年には 16i7Bの出産があったが,内 13頭が死亡す

るという例年にない厳しい年であった.その他にも2002

年 1月第 1位オスだったケムシをはじめとして7頭が死

亡している. 台風の形轡で秋から冬にかけての主食で

ある種子類の生りが窓かったこと,春先の寒さが長く続

いたことなどがその大きな理由であると思われる.2003

年 3月未の時点での総個体数は.マキグループ約 10頭

を含め,96頭である.主群では事由に当初から存在し

た家系毎の個体数に,優劣によって大きなちがいが生ま
れてきている.大半の個体がサンゴ (3代目メス研ウメ

の祖母)家系の個体で占められるようになっており,也

の家系の子孫はいつ途絶えてもおかしくない状態にあ

る.またメス頭であったメギ (ウメの子)が死亡し,班

のメロンが体調を崩している問に,チガヤ (ウメの姉の

ウリの子)が力をつけて,一時的にはメス頭の地位を奪

った状態にある.また節 1位オスであるホタテ (ウメの

妹ウツギの子)以下,群れの主たるオスたちも僚位家系

出身の兄弟で占められており,幸LTJで長く続いた節 1位

オスは劣位家系からという伝統も変わってしまった.

今年度は深谷もえ (霊長研 ･生態機構)によって採

食選択の研究が行われた他,森明雄 (霊長研･生協機構)

によって成長遅延の研究が継続された.串間市による幸

島サル検討会では幸島内の整備や保全芥についての検

討が行われ,管理計画の見直しが進められている.また

幸島のサル観察を最初の時期から継続してこられた三

戸サツエ氏の資料と写真の整理作業が,21世紀coEの

支援を受けて黒木さつき (研究支援推進員)によって行

われた.

文部技官として1969年8月 1日以降33年にわたっ

て勤続した山口直嗣が2002年12月末日をもって退職し,

あらたに鈴村崇文が2003年 1月 1日より勤務についた･.

2.下北研究林

下北半島に生息するニホンザルはこれまで通り複
数の調査グループによって,調査が継続されている.北

西部に関しては,佐井村教育委員会が中心となって佐井

村 ･大間町近辺の調査を継続しており,田中俊明が参加

した.冬の一斉調査で,Z2群が3群に分裂していること

が確認された.Y群については,サブグルこビングが観

察されたが,分裂には至っていないようである.Ml群
が分裂したことは以前から把握されていたが,その分裂

群が今回の調査で直接観察により確認された.南西部に

関しては,松岡史朗を中心とした下北サル調査会が,脇
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